
議案第５号

伊勢市地域公共交通計画について

１．計画素案について

（資料１）のとおり、計画の素案を作成しました。本計画では、内容を「本計画」と

「資料編」とに分け、前段に計画の本旨が記載されるように構成しています。

本日の会議では、計画の核となる「本計画」の部分についてご議論いただきます。

２．成果指標（KPI）について

前回会議（第5回会議）でいただいたご意見をもとに、ハード施策とソフト施策に分類

して整理し、４つの基本方針にまとめました。（資料２）

成果指標（KPI）の考え方については、（資料３）でご説明します。

３．将来像と基本理念について

伊勢市が目指す地域公共交通の将来像が誰にでもイメージができるよう、基本方針１～

４のテーマを踏まえ、本計画の新たな「将来像」「基本理念」を設定します。

【将来像】案

① 行きたい時に、行きたい場所へ、おでかけも観光も楽しめる持続可能な地域公共交通

② 行きたい時に、行きたい場所へ、暮らしと観光がにぎわう地域公共交通

③ 行きたい時に、行きたい場所へ、●●●●地域公共交通

【基本理念】案

① 私たちで「創り」「活かし」「めぐり」「育てる」

交流と活力に満ちた地域公共交通網の構築

② 私たちで「創り」「活かし」「めぐり」「育てる」

地域で支え未来へ残す地域公共交通網の構築

③ 私たちで「創り」「活かし」「めぐり」「育てる」

●●●●地域公共交通網の構築































































































次期計画の目標・施策・KPI（案） ★:重点目標　　☆重点事業

目標 想定する施策（プロセスの目標）
関連
KPI

想定するKPI（アウトカム）

基本方針1　創る　～持続可能な公共交通を創って、人と環境に優しい伊勢を実現する～

目標① 路線網の維持・改善 ★

（1）路線の維持・改善 ☆ ①観光路線をのぞく路線バスの利用者　114万人（R6維持)

1）市と交通事業者が連携し、適正な役割分担のもとで、地域ニーズにあった路線再編を実施する ①～⑩ ②おかげバスの利用者　7万人

2）路線バスの運行維持・改善 ① ③おかげバス環状線の利用者　7万人

3）おかげバス・おかげバスデマンドの運行維持・改善 ②～④ ④おかげバスデマンドの利用者　3,000人

4）市内環状線バスの運行維持・改善 ① ⑤沼木バスの利用者　2,700人

（2）ダイヤ調整 ⑥沼木バスデマンドの利用者　650人

1）ICカード利用履歴を活用したダイヤ調整による利便性向上を図る
①～④
⑧～⑩

⑦地域運営乗合タクシーの利用者数　200人

2）おかげバス、路線バス、鉄道が連携した乗り継ぎ利便性を確保する ⑧年間利用者数72 名未満のコミュニティバス停留所の割合　R6比　5％減

（3）交通空白の解消 ☆ ⑨公的資金投入額（物価変動を踏まえて現状維持）

1）交通事業者が連携し交通空白地帯の解消に向けた取組を推進する ⑩収支率（物価変動を踏まえて現状維持）

2）市、交通事業者、地域が連携し、地域交通の導入・維持を図る ⑤⑥

（4）周辺市町との連携強化

1）周辺市域と連携し、より効果的なバス路線を構築する

目標② 周辺環境の改善

（1）わかりやすい案内環境の整備 ①公共交通利用満足度　40％

1）バスロケーションシステムを活用した案内サイネージの設置を推進する（時間の案内） ① ②新たに設置した上屋、ベンチ等の個数　10基

2）路線バスとコミュニティバスのバス停名統一、鉄道駅や主要バス停までの案内表示を行う（場所の案内） ①

（2）バス待ち環境の改善

1）主要バス停の乗り継ぎ案内表示、上屋・ベンチ等の整備を図る ①②

目標③　次世代公共交通の導入 ★

1）「小型電気バス」、「ハイブリッド連節バス神都ライナー」の導入促進による、CO2の削減に努める ①② ①電気バス及びハイブリッド連節バスの台数維持（電気バス・ハイブリッド連節バスの台数/全台数）

2）自動運転バスの導入に向けた実証実験を実施し、本格導入を目指す ☆ ②CO2削減量（算出方法は加藤先生と要相談）

3）自転車・シェアモビリティと公共交通との連携やグリーンスローモビリティなど、新たな交通システム導入について研究を行う

基本方針2　活かす　～公共交通を使っておでかけできる、楽しい伊勢を実現する～

目標①　利用するきっかけの創出 ★

（1）公共交通への興味喚起 ☆ ①ポスターコンクール応募者　児童数の7％

1）バスポスターコンクール、乗り方教室、伊勢まつりでの利用促進など「楽しさ」を届ける啓発を実施する ①～④ ②利用啓発イベント参加者数　1,100人

2）三重応援ポケモン「ミジュマル」の電気バスを活用した啓発を実施する ④ ③おでかけ乗車券の利用率　40％

3）さわやかウォーキングなどのイベント、啓発を通し、鉄道利用者の増加を促進する ④子育て世代、高齢者、高校生・大学生の公共交通満足度　50％

（2）公共交通利用によるお出かけの促進 　（市民アンケートで10代～30代・70代以上の満足度）

1）学生・子育て世代・高齢者の公共交通に対する利用ニーズを調査し、ニーズに合った利用促進を実施する ④

2）地域イベントや施設との連携による公共交通の利用を促進する ①～④

（3）利用促進に向けた料金負担軽減策の推進

1）セーフティパスやおでかけ乗車券など多様な交通手段で利用出来る料金負担低減策を推進する ③

資料２



目標 想定する施策（プロセスの目標）
関連
KPI

想定するKPI（アウトカム） 資料２
目標②　わかりやすい情報発信による利用促進

（1）積極的な広報の実施 ①伊勢市交通政策課HPのPV数　R5比　10％増

1）地域のイベントと連携した公共交通利用促進の広報を実施する ①～③ ②LINEチャットボットの起動回数　R5比　10％増

2）HPやSNS、チラシ配布など多様な媒体を活用した広報を実施する ①～③ ③SNSフォロワー数　1,000人

3）周辺市町と情報の共有、周知活動を行う

（2）わかりやすい乗車案内

1）GTFS-リアルタイム、LINEアカウントによるチャットボットの公共交通案内、総合時刻表の配布など多様な手段を用いた乗車案内を実施する ①～③

2）鉄道・バスによるアクセス方法や料金等の周知を実施する ①～③

3）「三重県内の公共交通見える化プロジェクト」との連携を図る ①～③

基本方針3　めぐる　～公共交通を利用する観光交通が充実した伊勢を実現する～

目標①　観光客の公共交通利用を増やす ★

1）遷宮に向けた交通環境の整備を行う ☆ ②④ ①観光統計　近鉄、JR主要駅の乗客数　4,900千人

2）シェアサイクル・レンタサイクルなど多様な交通手段の組み合わせによる二次交通の充実を図る ☆ ③ 　（伊勢市駅/宇治山田駅/五十鈴川駅/二見浦駅）

3）伊勢志摩観光型MaaSの取り組み継続による周遊観光の促進 ①～⑤ ②外宮内宮線･CAN ばす･二見サンアリーナ線の利用者数　R6比　30％増

4）店舗、宿泊施設と公共交通が連携した新たなサービスを展開する ③サイクルトレイン、レンタサイクルの利用者数　R5比　15％増（サイクルトレイン）、35％増（レンタサイクル）

5）ゴールデンウィーク・初参り時に、公共交通の積極的な利用を呼びかける ④ ④内宮参拝者の公共交通利用率　35％

目標②　観光満足度を上げ、何度でも訪れたいと思える公共交通観光の提案 ⑤「公共交通でゆく　神宮125社めぐり帖」HPアクセス数　30,500PV（全13エリア公開）

1）マイカーによる「ショートカット観光」から、公共交通を利用する「地域を味わう観光」への転換を促進する ①～⑤

2）観光施設へのアクセスを円滑化するため、モデルルートの提案などSNS等による情報提供を行う ①～⑤

目標③　外国人観光客の公共交通使いやすさの向上

1）多言語表示、多言語案内コンテンツの作成等、外国人観光客の公共交通使いやすさの向上を図る ① ①新たに整備する外国人向けの公共交通案内表示、動画、ウェブサイト等のコンテンツ数　10コンテンツ

基本方針4　育てる　～みんなで考え、地域で公共交通を支える伊勢を実現する～

目標①　担い手確保 ★

1）バス・タクシーのドライバー確保に向けた取組を推進する ☆ ①② ①乗合バスの運転手不足による減便を0にする

2）運行管理や点検等を含めた車両管理ノウハウの次世代への引き継ぎを行う
②タクシー登録台数（＋ライドシェア車両）　○台（R6比　○％増）or　ライドシェアの本格実施
（加藤先生に要相談）

目標②　収入源の確保

1）バス停のネーミングライツや車内放送など、公共交通を企業や店舗のPRなど活性化のツールとして活用する ① ①広告協賛企業数　7社

目標③　公共交通を考える

（1）公共交通会議を軸とした施策の推進 ①伊勢地域公共交通会議の開催 　

1）定期開催に加えて、地域課題に合わせた臨機な開催により、新たな課題解決の場として公共交通会議を活用し、地域と共にある会議を目指す ① 　【望ましい方向:4回/年以上の定期開催+地域課題に応じた臨機な開催】

2）高齢化の影響が懸念される地区の公共交通のあり方、将来の交通体系を検討する新たなスキームについて検討する ② ②地域との懇談会等の回数　3回以上/年

3）公共交通会議での検討状況をHPなどを通じて定期的に発信する ①

（2）地域自らが公共交通を考える機会の創出

1）地域との意見交換の場を積極的に持ち、地域課題の把握と地域自らが中心となって地域交通の必要性や運行改善などを考える機会を
設ける

②

2）おかげバス二見線、おかげバス鹿海・朝熊線は地域との対話を重ね、地域を巻き込んだ利用促進策を検討する ②



KPIの考え方
　目標年次:R12年度

1資料-3



基本方針1:創る　～持続可能な公共交通を創って、人と環境に優しい伊勢を実現する～

【利用者数に関する基本的な考え方】

• 現計画で未達成の目標値については、人口減少を考慮しながらR12までに、コロナ前（R1）の水準に戻す。

2

全体の人口減少（12％）を
バス利用者数に反映させると・・・

ただし、「観光路線を除く路線バスの利用者数」は、
近年横ばい傾向であるため（左図）、人口減少も考慮し、
R6の実績値（1,138千人）の維持を目標とする。

①観光路線をのぞく路線バスの利用者　114万人

②おかげバスの利用者　7万人　

④おかげバスデマンドの利用者　3,000人

⑤沼木バスの利用者　2,700人

観光路線を
除く路線バス

おかげバス
(環状線除く)

おかげバス
デマンド

沼木バス

R1 1,491,500 78,628 3,633 3,113
R12 1,311,740 69,151 3,195 2,738

減少率 12% 12% 12% 12%



基本方針1:創る　～持続可能な公共交通を創って、人と環境に優しい伊勢を実現する～

【おかげバス環状線の目標値の考え方】

• 毎年利用者数は伸びているが、コロナ後伸び率が縮小しているため、現行の連動化計画を踏まえて毎年+3％を目標
とする。

3

▼おかげバス環状線の利用者数の伸び率の推移

③おかげバス環状線の利用者　7万人

R1比較 R2比較 R3比較 R4比較 R5比較

38,625 - - - - -

42,264 109.4% - - - -

45,294 117.3% 107.2% - - -

52,511 136.0% 124.2% 115.9% - -

57,226 148.2% 135.4% 126.3% 109.0% -

60,611 156.9% 143.4% 133.8% 115.4% 105.9%

利用者
比較

環状線年間利用者数 目標値
R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度
38,625 42,264 45,294 52,511 57,226 60,611 62,429 64,302 66,231 68,218 70,265 72,373

3% 3% 3% 3% 3% 3%



基本方針1:創る　～持続可能な公共交通を創って、人と環境に優しい伊勢を実現する～

【沼木バスデマンド・地域運営乗合タクシー（進
修おでかけタクシー）の目標値の考え方】

• 現状維持とする。

4

⑥沼木バスデマンドの利用者　650人
⑦地域運営乗合タクシーの利用者数　200人

【年間利用者数72 名未満のコミュニティバス停留所の割合の目
標値の考え方】

• 過去5年で10％減少しているが、減少幅が年度によって異なる
ため、今後5年で20％を目標とする。

⑧年間利用者数72 名未満のコミュニティバス停留所の割合 20%

※R6　23%



基本方針1:創る　～持続可能な公共交通を創って、人と環境に優しい伊勢を実現する～

【公共交通利用満足度の目標値の考え方】

• R6時点の満足度が32％、5年で+10％を目指す

5

①公共交通利用満足度　40％　

【新たに設置した上屋・ベンチ等の個数の目標値の
考え方】

• R8年度から年間2基程度のベンチを設置し、5年
間で10基を目指す。

②新たに設置した上屋、ベンチ等の個数　10基



基本方針2:活かす　～公共交通を使っておでかけできる、楽しい伊勢を実現する～

【ポスターコンクール応募者の目標値の考え方】

• R2～R5の応募率は3～5％。5年間で+2％を目指す

6

①ポスターコンクール応募者　児童数の7％

【利用啓発イベント参加者数の目標値の考え方】

• R2～R4年度を除くと、過去5年間の参加者数は
+130～150人程度。

• 今後5年間で+100人を目指す。

②利用啓発イベント参加者数　1,100人



基本方針2:活かす　～公共交通を使っておでかけできる、楽しい伊勢を実現する～ 7

【おでかけ乗車券利用率の目標値の考え方】

• コロナ前のR1までの利用率は46.1％～49.1％、コ
ロナ後は24.3％～26.1％。

• コロナ後の減少が著しいため、+5％程度の30％を目
標とする。

③おでかけ乗車券の利用率30％

【子育て世代、高齢者、高校生・大学生の公共交通満
足度】

• 10代～30代・70代以上の満足度を対象とする。

• 対象年代の合計で満足度50％を目指す。

④子育て世代、高齢者、高校生・大学生の公共交通満足度
　50％



基本方針2:活かす　～公共交通を使っておでかけできる、楽しい伊勢を実現する～ 8

【伊勢市交通政策課HPのPV数の目標値の考え方】

• バスの乗り方動画の掲載など、掲載コンテンツを充実させ、HPのPV数増加を目指す。

【LINEチャットボットの起動回数の目標値の考え方】

• SNSを活用した周知などにより、利用者数を増加させる。

【SNSフォロワー数の目標値の考え方】

• イベントの告知や公共交通の情報発信などにより、フォロワーを獲得する。

①伊勢市交通政策課HPのPV数　R5（79,481PV）比　10％増　87,400PV

②LINEチャットボットの起動回数　R6比　10％増（集計依頼中）

③SNSフォロワー数　1,000人



基本方針3　めぐる　～公共交通を利用する観光交通が充実した伊勢を実現する～ 9

【近鉄、JR主要駅の乗客数の目標値の考え方】

• 観光利用の多い伊勢市駅（JR・近鉄）、宇治山田
駅、五十鈴川駅、二見浦駅を対象とする。

• R2~R3はコロナの影響で減少、その後回復途中であ
るため、今後5年でコロナ前のR1の水準に戻す。

①観光統計　近鉄、JR主要駅の乗客数　4,900千人

【外宮内宮線･CAN ばす･二見サンアリーナ線を除く路
線バスの利用者数の目標値の考え方】

• コロナ前のR1の水準に戻すのであれば270万人が目
標値となるが、運転士不足で増便対応ができないな
か、+100万人は厳しいため、R6実績の+30％を目
標とする。

②外宮内宮線･CAN ばす･二見サンアリーナ線の利用者数
　R6（1,783,300人）比　30％増　2,318,000人



基本方針3　めぐる　～公共交通を利用する観光交通が充実した伊勢を実現する～ 10

【サイクルトレイン、レンタサイクルの利用者数の目標値の考え方】

• 「伊勢志摩地域自転車等活用推進計画（R6.2）」の目標値を準用する。

• 自転車等活用推進計画の目標値が、毎年一定で増加し続けると仮定した場合の増加数は、サイクルトレイン3.14
人/月、レンタサイクル等貸出数316.7台/年。

• R10時点の目標値に各年の増加数を加えて、R12の利用者数を算定し、R5年からの増加率を目標とする。

③サイクルトレイン、レンタサイクルの利用者数　R5比　15％増（サイクルトレイン）、35％増（レンタサイクル）

▼伊勢志摩地域自転車等活用推進計画（R6.2）の目標値

▼伊勢志摩地域自転車等活用推進計画（R6.2）の目標値を準用した目標値の検討
自転車等活用推進計画目標値

R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
サイクルトレイン月平均利用者数 157人/月 160人/月 163人/月 166人/月 170人/月 173人/月 176人/月 179人/月
レンタサイクル等貸出数 6,200台/年 6,517台/年 6,833台/年 7,150台/年 7,467台/年 7,783台/年 8,100台/年 8,417台/年 8,733台/年

R5年→R12年増加率
サイクルトレイン月平均利用者数 14.0%
レンタサイクル等貸出数 34.0%

現状値
（R4・R5）

目標値
（R10）

サイクルトレイン月平均利用者数 157人/月 173人/月 5年間で10％増→各年3.14人/月増
レンタサイクル等貸出数 6,200台/年 8,100台/年 6年間で30.6%増→各年316.7台/年増



基本方針3　めぐる　～公共交通を利用する観光交通が充実した伊勢を実現する～ 11

【内宮参拝者の公共交通利用率の目標値の考え方】

• 現計画での目標未達のため、コロナ前のR1の水準
（34％）に戻す。

④内宮参拝者の公共交通利用率　35％

【「公共交通でゆく　神宮125社めぐり帖」HPアクセス数
の目標値の考え方】

• 2/28～5/15　6,104PV　(月2000PV程度）

• 2,000PV×12か月＝24,000PV×5％増＝
25200PV（R8年度目標）

• 以降、R12まで毎年5％増（R12:30,500PV）

• R12までに全13エリアを公開する。

R8 R9 R10 R11 R12
PV数数 25,200 26,460 27,783 29,172 30,631
増加率 5% 5% 5% 5% 5%

⑤「公共交通でゆく　神宮125社めぐり帖」HPアクセス数
　30,500PV（全13エリア公開）



基本方針4　育てる　～みんなで考え、地域で公共交通を支える伊勢を実現する～ 12

【広告協賛企業数の考え方】

• R5年時点で5社。

• 5年で2社増を目標とする。

①広告協賛企業数　7社


